
“いのち”に対する豊かな感性と知性、幅広い人間性を備
え、的確な看護判断と実践のための基礎的能力を養う。
また、自己の将来を展望し、時代に即したヘルスケアニー
ズに応じた責務が果たせるよう、創造力のある看護専門
職を育成する。

専門分野：　 看護の統合 　看護の継続
実習などで実践力（知識・技術・態度の統合）を高め、病院から
地域へと看護を継続できる専門知識を修得します。

専門基礎分野： 　科学的思考力　 チーム医療
医療の現場で求められる科学的知識、チーム医療な　
どに必要な知識を修得します。

基盤教育分野： 
ときわコンピテンシーに掲げる諸能力の基盤となる力を幅広く修
得する。

年次経過

分野／区分

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 卒　業

前　期 後　期 前　期 後　期 前　期 後　期 前　期 後　期 卒業要件

専
門
分
野

看護学の発展と
探求

看護マネジメント（1）*
災害看護（1）
看護倫理Ⅱ（1）
看護教育（1）*
国際看護（1）*
医療英語（1）*
課題別総合実習（4） 

看護の動向と展望（1）

必
修
（
68
）
単
位
・
選
択
必
修
（
7
）
単
位
以
上

①
②
③
を
含
む
選
択
科
目
よ
り
（
12
）
単
位
以
上

合
計
124
単
位
以
上

看護学の実践

基礎看護学実習Ⅱ（看護過程）（2） 成人看護学実習Ⅰ（慢性期）
（2）
成人看護学実習Ⅰ（急性期）

（2）
老年看護学実習（2）
母性看護学実習（2）
小児看護学実習（2）**
在宅看護学実習（2）
精神看護学実習（2）

課題別総合実習（4）

看護学の展開

感染看護論（1）**

学校保健（2）*/**
特別支援教育（1）*/**

慢性病看護論（1）
老年看護実践論（2）
家族看護論（2）*
健康相談の理論と方法（2）*

急性看護実践論（2）
がん看護論（1）
クリティカルケア看護論

（1）**
リハビリテーション看護論

（1）**
母性看護実践論（2）
小児看護実践論（2）
在宅看護実践論（2）
精神看護実践論（2）
看護研究方法論（1）

看護学の基本

看護学概論（2）**
生活健康論（1）** 
看護倫理Ⅰ（1）

地域ふれあい実習（1）

成人看護学概論（2）
地域看護学概論（1）

基本看護技術入門(共通）
（1）
基本看護技術Ⅰ（フィジカ
ルアセスメント）

健康ふれあい実習（１）

基礎看護学実習Ⅰ（1）

老年看護学概論（2）
精神看護学概論（2）*

基本看護技術Ⅱ（生活援助）
（2）
基本看護技術Ⅲ（看護過程）

（1）

母性看護学概論（2）
小児看護学概論（2）**
在宅看護学概論（2)
基本看護技術Ⅳ（診療の補
助）（1）

専
門
基
礎
分
野

人間・保健科学系

解剖生理学Ⅰ（1）**
解剖生理学Ⅱ（1）**
医療概論（2）**

栄養学（2）
薬理学（2）**
疾病治療論Ⅰ（1）

臨床看護総論（2）
医療機器総論（1）*
疾病治療論Ⅱ（1）

臨床看護特論（1）

疾病治療論Ⅲ（1）

必
修（
21
）単
位・選
択
必
修（
2
）単
位
以
上

看護病理・病態学Ⅰ（1） 看護病理・病態学Ⅱ（1）
公衆衛生学（2）**

医療安全（1）

社会科学系
保健統計学（1） 保健医療福祉総論（2）＊

疫学（2）＊

IPW論（1） 国際保健医療活動（1） 保健医療福祉行政論（1）*

基
盤
教
育
分
野

創造実践科目群 必
修
（
13
）
単
位
・
選
択
必
修
（
1
）
単
位
以
上

人間探究科目群

情報基礎（1）****
健康スポーツ科学Ⅰ（1）****
健康スポーツ科学Ⅱ（1）****
英語コミュニケーションⅠ（1）**** 英語コミュニケーションⅡ（1）****

日本国憲法（2）**** 情報メディア演習（1）****

学び始めの科目群

学科独自科目群
看護アラカルト（1)*

キャリアリフレクション（1)

教職に
関する科目

教育社会学（2）***
教育原論（2）***

教育心理学（2）*** 教職概論（2）***
生徒指導論（2）***
特別支援教育（1）*
養護実習Ⅰ（1）***

総合的な学習の
時間の指導法（1）***
教育課程総論（2）***
道徳教育と
特別活動論（2）***
教育方法・技術論（2）***
教育相談（2）***

養護概説（2）*** 教職実践演習（養護）（2）***

備考１

保健師課程に関する科目

公衆衛生看護学概論（2）*
健康教育の理論と方法（2）*

公衆衛生看護展開論（2）*
産業保健（1）*

公衆衛生看護管理論演習（2）*
公衆衛生看護管理論（1）* 備考２

カリキュラム
ポリシー

ディプロマ
ポリシー

1. 豊かな人間性
と高い倫理観を
備えた人

2. 専門的な知識
と技術を身に付
けた人

3. 地域社会に関
心をもち、貢献
できる人

4. 多 職 種 と 協
働するための資
質・能力を身に
付けた人

5. 看護学の発展
に向け、俯瞰的・
創造的に探究す
る姿勢をもつ人

既に体系づけら
れている近接学
問領域の知識や
理論を看護学の
専門性を支援す
る科目として設
置

備考1： 養護教諭一種免許状の取得：卒業所要単位を修得するとともに養護に関する科目（**印）32単位、教職に関する科目（***印）28単位、合計59単位以上を修得しなければならない。また、基礎科目として、****印の8単位を修得していなければならない。 
養護教諭二種免許状の取得：基礎科目として、****印の8単位を修得していなければならない。

備考2：保健師国家試験受験資格の取得：卒業所要単位を修得するとともに*印の26単位を修得しなければならない

他の学部・学科
の学生と協働し、
学び方を学ぶ初
年次教育。その
他学生自らの知
的好奇心に基づ
き選択できるよ
うにした。学科
独自科目群は看
護を目指すもの
として自己の将
来像を展望する
ための助けとな
る科目を設けた。

看護学を
８つに区分

基礎看護学

母性看護学

成人看護学

精神看護学

老年看護学

在宅看護学

小児看護学

地域看護学

教育目標 1.“いのち”をに対する温かいまなざしと豊か
な人間性、高い倫理観を育む

5. 看護学の発展に向け俯瞰的・創造的探求心
をもち、看護専門職として社会に貢献し続
ける姿勢を育む

4. 看護専門職として保健医療福祉チームの中
での責務を自覚し、協働する能力を養う

3. 看護専門職として、地域社会に関心をも
ち、人々の健康と生活の質を高めるために
貢献できる能力を養う

2. 質の高い看護実践のための専門的な知識と
技術の基礎を養う

看護学科のカリキュラム概念図とカリキュラム編成

看護学の基本

看護学の実践

看護学の発展と探求

専 門 分 野

基盤教育分野

教
育
内
容
の
深
化

教
育
内
容
の
深
化

学修の進度学修の進度

専門基礎分野

看護学の展開

看護学科教育理念

【カリキュラム概念図】

看護学研究（2）

公衆衛生看護学実習Ⅰ（2）*

養護実習指導（1）***

公衆衛生看護学実習Ⅱ（3）*

養護実習Ⅱ（3）***

基盤教育分野のカリキュラム表を参照

【カリキュラム編成】

③ 専門分野の＊印の選択科目から
7単位以上選択必修

② 専門基礎分野の＊印の選択科目
から2単位以上選択必修

① 基礎教育分野の＊印の選択科目
から2単位以上選択必修
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